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芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
新
間
一
美
一
、
江
戸
の
「
花
の
雲
」
芭
蕉
に
は
「
花
の
雲
」
を
詠
み
こ
ん
だ
相
似
た
発
句
が
あ
る
。
観
音
の
い
ら
か
見
や
り
つ
花
の
雲
（
う
ら
若
葉
）
草
庵
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
み
な
し
ぐ
り
（
続
虚
栗
）
『
う
ら
若
葉
』（
元
祿
十
年
〈
一
六
九
七
〉）
の
著
者
で
あ
る
宝
井
其
角
は
、
前
者
の
「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
に
つ
い
て
、
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
と
聞
え
し
前
の
年
の
春
吟
也
。
尤
病
起
の
眺
望
な
る
べ
し
。
一
聯
二
句
の
格
な
り
。
句
を
呼
て
句
と
す
。
（
う
ら
若
葉
）
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
と
評
し
て
い
る
。「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
が
一
年
後
に
後
者
の
「（
花
の
雲
）
鐘
は
上
野
か
」
の
句
を
「
呼
」
ん
で
「
一
聯
」
の
句
と
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。「
病
起
の
眺
望
な
る
べ
し
」
と
あ
る
の
は
、
病
み
上
が
り
で
外
出
せ
ず
、
寺
の
瓦
屋
根
を
遠
望
し
た
と
こ
ろ
自
ず
と
雲
の
よ
う
な
花
を
見
た
、
と
作
句
状
況
を
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
句
を
一
聯
と
見
る
と
、「
花
の
雲
」
の
風
情
を
視
覚
的
、
聴
覚
的
な
方
向
か
ら
描
い
て
い
る
点
に
趣
が
感
じ
ら
れ
る
。
『
続
虚
栗
』
も
同
じ
其
角
の
撰
で
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
は
同
年
春
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
其
角
説
に
従
え
ば
、「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
は
前
年
の
貞
享
三
年
の
作
と
な
る
。
芭
蕉
は
貞
享
二
年
四
月
に
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
か
ら
江
戸
に
帰
り
、
貞
享
四
年
十
月
に
『
笈
の
小
文
』
の
旅
に
出
る
ま
で
江
戸
深
川
の
芭
蕉
庵
に
い
た
。
そ
の
た
め
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
の
前
書
の
「
草
庵
」
は
芭
蕉
庵
を
意
味
し
、「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
も
同
じ
せ
ん
そ
う
じ
芭
蕉
庵
の
吟
と
さ
れ
て
い
る
。「
観
音
の
い
ら
か
（
甍
）」
は
浅
草
の
浅
草
寺
の
瓦
屋
根
、「
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
」
の
「
鐘
」
は
、
上
野
の
寛
永
寺
と
浅
草
の
浅
草
寺
の
鐘
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
江
戸
の
大
寺
近
辺
の
雲
の
ご
と
き
花
を
深
川
か
ら
遠
望
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
花
の
雲
」
両
句
に
お
け
る
漢
詩
や
謡
曲
等
の
先
行
作
品
と
の
重
層
的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
二
、「
花
の
雲
」
両
句
と
菅
原
道
真
詩
日
本
古
典
文
学
全
集
『
松
尾
芭
蕉
集
』⑴
（
発
句
編
）
で
は
、
両
句
に
お
け
る
菅
原
道
真
「
不
出
門
」（
門
を
出
で
ず
）
詩
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。「
観
音
の
い
ら
か
」〔
一
三
八
〕
の
句
に
つ
い
て
は
、
わ
づ
か
か
は
ら
み
た
だ
き
む
し
ろ
こ
の
「
見
や
り
つ
」
に
漂
う
あ
る
種
の
愁
い
の
色
は
菅
公
の
配
所
の
詩
「
都
府
楼
ハ
纔
ニ
瓦
ノ
色
ヲ
看
、
観
音
寺
ハ
只
鐘
ノ
声
ヲ
聴
ク
」
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
（
不
出
門
）
に
あ
る
、「
纔
ニ
」
と
「
只
」
と
い
う
言
葉
の
照
返
し
で
あ
る
、
と
見
る
ほ
う
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
一
句
は
閑
居
の
気
味
を
い
う
句
で
あ
る
。
と
あ
り
、「
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
」〔
一
五
六
〕
の
句
に
つ
い
て
は
、
わ
づ
か
其
角
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
観
音
の
い
ら
か
み
や
り
つ
花
の
雲
」（
一
三
八
）
と
一
連
二
句
の
格
を
な
す
句
で
、
下
に
菅
公
の
「
都
府
楼
ハ
纔
み
（
マ
マ
）
た
い
と
う
ニ
瓦
ノ
色
ヲ
看
、
観
音
寺
ハ
只
鐘
ノ
声
ヲ
聞
ク
」（
和
漢
朗
詠
集
・
閑
居
）
を
踏
ま
え
る
。
つ
ま
り
駘
蕩
た
る
大
江
戸
の
春
を
外
に
し
た
閑
居
の
気
味
を
読
み
と
る
の
が
、
一
句
の
勘
所
で
あ
る
。
と
記
す
。
執
筆
担
当
は
堀
信
夫
氏
で
あ
る
⑵
。
（
よ
そ
）
「
春
を
外
に
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
花
見
に
は
行
け
な
い
状
況
を
言
う
が
、
そ
れ
は
、
道
真
句
の
「
纔
に
」「
只
」
か
ら
発
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
⑶
。
本
稿
に
お
い
て
も
「
花
の
雲
」
両
句
が
道
真
の
一
聯
を
踏
ま
え
て
い
る
と
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
い
。
芭
蕉
が
道
真
詩
を
用
い
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
道
真
詩
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
道
真
の
「
不
出
門
」
詩
は
、
幽
閉
さ
れ
て
大
宰
府
の
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
、
都
府
楼
に
も
行
け
ず
、
大
寺
の
観
世
音
寺
に
も
参
拝
で
き
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
⑷
。
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
の
夏
か
ら
秋
に
掛
け
て
の
作
。
全
詩
を
挙
げ
よ
う
。
不
出
門
門
を
出
で
ず
一
従
謫
落
在
柴
荊
一
た
び
謫
落
せ
ら
れ
て
よ
り
柴
荊
に
在
り
き
よ
う
き
よ
う
き
よ
く
せ
き
こ
こ
ろ
万
死
兢
兢
跼
蹐
情
万
死
兢
兢
た
り
跼
蹐
の
情
〽
都
府
楼
纔
看 
瓦 
色 
都
府
楼
は
纔
か
に
瓦
の
色
を
看
る
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
三
観
音
寺
只
聴 
鐘 
声 
観
音
寺
は
只
だ
鐘
の
声
を
聴
く
の
み
中
懐
好
逐
孤
雲
去
中
懐
は
好
く
逐
ふ
孤
雲
の
去
る
を
外
物
相
逢
満
月
迎
外
物
は
相
逢
ふ
満
月
の
迎
ふ
る
に
此
地
雖
身
無
䔓
繋
此
の
地
は
身
の
䔓
繋
せ
ら
る
る
こ
と
無
し
と
い
へ
ど
も
何
為
寸
歩
出
門
行
何
為
れ
ぞ
寸
歩
も
門
を
出
で
て
行
か
む
（
菅
家
後
集
〔
四
七
八
〕）
こ
の
詩
の
頷
聯
は
、
も
と
も
と
白
居
易
が
江
州
左
遷
中
に
設
け
た
廬
山
の
草
堂
を
詠
ん
だ
詩
「
香
鑪
峰
下
新
ト
二
山
居
一
、
草
堂
初
成
。
偶
題
二
東
壁
一
（
五
首
連
作
の
第
四
）」〔
〇
九
七
八
〕
の
頷
聯
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
こ
の
詩
を
「
題
東
壁
」
詩
と
呼
ぶ
）。『
大
鏡
』
（
時
平
伝
）
も
そ
の
こ
と
に
触
れ
、
道
真
の
方
が
良
い
と
い
う
昔
の
博
士
の
意
見
を
紹
介
し
て
い
る
。
〔
世
継
〕
筑
紫
に
お
は
し
ま
す
所
の
御
門
固
め
て
お
は
し
ま
す
。
大
弐
の
居
所
は
遙
か
な
れ
ど
も
、
楼
の
上
の
瓦
な
ど
の
、
心
に
も
あ
ら
ず
御
覧
じ
や
ら
れ
け
る
に
、
又
い
と
近
く
観
音
寺
と
い
ふ
寺
の
有
り
け
れ
ば
、
鐘
の
声
を
聞
こ
し
め
し
て
作
ら
し
め
給
ふ
詩
ぞ
か
し
。
都
府
楼
纔
看
瓦
色
、
観
音
寺
只
聴
鐘
声
こ
れ
は
、
文
集
の
、
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
鐘
敧
枕
聴
、
香
鑪
峯
雪
撥
簾
看
」
と
い
ふ
詩
に
ま
さ
ざ
ま
に
作
ら
し
め
給
へ
り
と
こ
そ
、
昔
の
博
士
ど
も
申
し
け
れ
。
白
居
易
の
詩
は
、
江
州
左
遷
中
の
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、
四
十
六
歳
の
時
に
作
ら
れ
て
い
る
。
全
詩
を
挙
げ
よ
う
⑸
。
も
の
う
日
高
睡
足
猶
慵
起
日
高
く
睡
り
足
れ
る
も
猶
ほ
起
く
る
に
慵
し
ふ
す
ま
小
閣
重
衾
不
怕
寒
小
閣
に
衾
を
重
ね
て
寒
さ
を
怕
れ
ず
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
四
そ
ば
だ
〽
遺
愛
寺
鐘 
敧
枕
聴 
遺
愛
寺
の
鐘
は
枕
を
敧
て
て
聴
く
か
か
香
鑪
峯
雪 
撥
簾
看 
香
鑪
峯
の
雪
は
簾
を
撥
げ
て
看
る
匡
廬
便
是
逃
名
地
匡
廬
は
便
ち
是
れ
名
を
逃
る
る
地
司
馬
仍
為
送
老
官
司
馬
は
仍
ほ
老
を
送
る
官
た
り
や
す
や
す
心
泰
身
寧
是
帰
処
心
泰
く
身
寧
き
は
是
れ
帰
る
処
故
郷
何
独
在
長
安
故
郷
何
ぞ
独
り
長
安
に
の
み
在
ら
む
や
尾
聯
で
、
廬
山
の
草
庵
の
地
を
「
心
泰
く
身
寧
」
き
と
こ
ろ
、
こ
こ
も
故
郷
で
あ
る
と
言
っ
て
悠
々
自
適
の
心
境
を
述
べ
て
い
る
。
頷
聯
に
「
敧
枕
聴 
」「
撥
簾
看 
」
と
あ
り
、
道
真
の
「
看
」「
聴
」
も
こ
れ
に
よ
る
。
聞
く
も
の
は
両
者
と
も
「
鐘
（
の
声
）」
で
あ
る
が
、
見
て
い
る
も
の
は
「
雪
」
と
「
瓦
色
」
で
異
な
っ
て
い
る
。
芭
蕉
の
両
句
の
視
覚
的
、
聴
覚
的
な
趣
の
源
流
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
心
境
の
上
で
は
草
堂
を
造
っ
て
そ
の
生
活
を
楽
し
む
「
題
東
壁
」
詩
と
、
第
二
句
に
「
万
死
兢
兢
た
り
跼
蹐
の
情
」
と
あ
る
よ
う
に
、
幽
閉
の
中
で
死
を
恐
れ
て
い
る
「
不
出
門
」
詩
と
で
は
相
当
異
な
る
。
道
真
の
悲
痛
な
心
境
の
表
現
は
ど
の
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。
対
語
の
「
鐘
声
」「
瓦
色
」
を
検
討
す
る
。
道
真
に
は
、「
色
」
と
「
声
」
を
対
に
し
て
秋
の
悲
哀
を
表
わ
す
次
の
よ
う
な
一
聯
も
あ
る
。
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
の
作
で
あ
る
。
の
ち
梧
桐
風
後
色 
梧
桐
風
の
後
の
色
う
ち
蟋
蟀
雨
中
声 
蟋
蟀
雨
の
中
の
声
（
菅
家
文
草
「
感
レ
秋
」〔
三
二
六
〕）
こ
の
一
聯
は
、
次
に
挙
げ
る
左
遷
さ
れ
る
前
年
の
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
の
晩
秋
に
詠
ま
れ
た
有
名
な
「
九
日
後
朝
、
同
賦
二
秋
思
一
。
応
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
五
レ製
」〔
四
七
三
〕
の
頷
聯
と
よ
く
似
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
す
る
と
「
長
恨
歌
」〔
〇
五
九
六
〕
の
「
秋
雨
梧
桐
葉
落
時
」
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
⑹
。
さ
と
こ
ろ
声
寒
絡
緯
風
吹
処
声
寒
ゆ
る
絡
緯
は
風
の
吹
く
処
葉
落
梧
桐
雨
打
時
葉
落
つ
る
梧
桐
は
雨
の
打
つ
時
こ
の
後
句
が
「
長
恨
歌
」
の
前
掲
句
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
「
感
秋
」
詩
に
つ
い
て
も
「
長
恨
歌
」
の
「
行
宮
見
レ
月
傷
レ
心
色 
、
夜
雨
聞
レ
猿
腸
断
声 
」（
和
漢
朝
詠
集
・
恋
〔
七
八
〇
〕）
を
用
い
て
「
色
」
と
「
声
」
の
対
が
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。「
秋
思
」
詩
は
翌
年
の
左
遷
後
に
大
宰
府
で
詠
ま
れ
た
「
九
月
十
日
」〔
四
八
二
〕
詩
で
「
秋
思
詩
篇
独
断 
腸 
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
風
の
中
の
「
絡
緯
」（
こ
お
ろ
ぎ
の
類
）
の
「
声
」
や
、
雨
に
打
た
れ
る
「
梧
桐
」
の
「
葉
（
の
色
）」
は
秋
の
断
腸
の
思
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
感
秋
」
詩
は
、「
梧
桐
風
後
（
傷
心
）
色
、
蟋
蟀
雨
中
（
断
腸
）
声
」
と
い
う
趣
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、「
不
出
門
」
詩
の
「
瓦
色
」
や
「
鐘
声
」
も
、「
長
恨
歌
」
の
心
を
傷
め
る
月
の
「
色
」
や
断
腸
の
思
い
を
も
た
ら
す
猿
の
「
声
」
を
巧
み
に
受
容
し
た
結
果
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
「
瓦
色
」
の
「
瓦
」
に
着
目
す
る
と
、「
長
恨
歌
」
に
は
「
鴛
鴦
瓦 
冷
霜
華
重
」
の
句
が
あ
る
。
こ
の
「
瓦
」
も
「
鴛
鴦
」
の
模
様
が
あ
っ
て
、
愛
す
る
人
と
死
別
し
た
玄
宗
の
傷
心
や
断
腸
の
思
い
を
表
わ
し
て
い
る
。
道
真
の
「
瓦
色
」
も
そ
の
思
い
に
通
じ
よ
う
。
楊
貴
妃
を
失
っ
た
玄
宗
の
悲
哀
の
表
現
が
、
不
遇
の
道
真
の
詩
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
⑺
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
両
句
が
「
不
出
門
」
詩
に
基
づ
く
と
し
て
も
、
道
真
の
悲
痛
さ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
花
見
に
は
行
き
た
い
が
、
こ
こ
草
庵
か
ら
の
遠
望
も
な
か
な
か
見
ど
こ
ろ
が
あ
っ
て
花
を
楽
し
め
る
と
い
う
一
種
の
余
裕
が
あ
り
、
そ
の
余
裕
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
「
題
東
壁
」
詩
に
近
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
先
行
作
品
の
受
容
に
つ
い
て
は
重
層
的
に
考
え
た
方
が
良
い
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
六
「
不
出
門
」
詩
の
頷
聯
は
堀
氏
も
挙
げ
る
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
閑
居
部
〔
六
二
〇
〕
に
摘
句
さ
れ
て
い
る
。
白
居
易
の
「
題
東
壁
」
詩
の
頷
聯
も
同
集
の
山
家
部
〔
五
五
四
〕
に
摘
句
さ
れ
て
い
る
。
山
家
部
の
当
該
句
の
次
の
一
首
は
、
同
じ
白
居
易
の
「
蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
廬
山
雨
夜
草
庵
中
」〔
五
五
五
〕
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
同
じ
廬
山
の
草
堂
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
廬
山
草 
堂 
夜
雨
独
宿
、
寄
牛
二
李
七
庾
三
十
二
員
外
〔
一
〇
七
九
〕
廬
山
草
堂
に
夜
雨
独
宿
し
、
牛
二
・
李
七
・
庾
三
十
二
員
外
に
寄
す
た
づ
さ
丹
霄
携
手
三
君
子
丹
霄
手
を
携
ふ
三
君
子
か
う
べ
白
髪
垂
頭
一
病
翁
白
髪
頭
を
垂
る
一
病
翁
も
と
〽
蘭
省
花
時
錦
帳
下
蘭
省
の
花
の
時
錦
帳
の
下うち
廬
山
雨
夜
草 
庵 
中
廬
山
の
雨
の
夜
草
庵
の
中
終
身
膠
漆
心
応
在
終
身
膠
漆
心
応
に
在
る
べ
し
半
路
雲
泥
迹
不
同
半
路
雲
泥
迹
同
じ
か
ら
ず
唯
有
無
生
三
昧
観
唯
だ
無
生
三
昧
観
有
り
栄
枯
一
照
両
成
空
栄
枯
一
た
び
照
せ
ば
両
つ
な
が
ら
空
と
成
る
白
居
易
は
、
詩
題
の
「
草
堂
」
を
詩
中
で
は
「
草
庵
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
作
者
は
第
二
句
で
自
ら
を
「
白
髪
垂
レ
頭
一
病
翁
」
と
言
う
。
左
遷
先
の
山
の
雨
の
「
草
庵
」
の
中
で
、「
病
翁
」
と
自
称
す
る
作
者
が
都
の
花
の
も
と
で
華
や
か
に
暮
ら
す
三
人
の
友
人
を
思
っ
て
い
る
。
草
庵
か
ら
花
を
思
う
と
い
う
点
で
芭
蕉
の
「
草
庵
」
と
い
う
前
書
を
持
つ
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
白
居
易
の
草
堂
詩
は
、「
題
東
壁
」
詩
で
遺
愛
寺
の
鐘
を
聞
く
時
の
よ
う
に
悠
々
自
適
の
心
境
を
描
く
こ
と
も
あ
る
し
、
病
身
を
「
草
庵
」
で
か
こ
つ
場
合
も
あ
っ
た
。
後
者
は
、
芭
蕉
の
「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
を
「
病
起
」
と
す
る
其
角
の
推
測
に
繋
が
る
の
で
あ
る
⑻
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
七
こ
の
廬
山
の
草
堂
で
の
生
活
を
描
い
た
「
草
堂
ノ
記
」〔
一
四
七
二
〕
に
、「
堂
中
、
設
二
木
榻
四
、
素
屏
二
、
漆
琴
一
張
、
儒
道
仏
書
各
三
両
巻
一
」
と
、
調
度
類
、
楽
器
、
書
物
を
描
写
す
る
。
芭
蕉
が
こ
の
草
堂
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
、
嵯
峨
野
の
落
柿
舎
で
の
逗
留
生
活
を
記
し
た
『
嵯
峨
日
記
』
の
記
述
を
見
る
と
分
か
る
。
落
柿
舎
は
弟
子
の
向
井
去
来
の
山
荘
で
あ
る
。
元
祿
四
年
（
一
六
九
一
）
の
四
月
十
八
日
条
に
、
机
一
つ
、
硯
、
文
庫
、
白
氏
集
、
本
朝
一
人
一
首
、
世
継
物
語
、
源
氏
物
語
、
土
佐
日
記
、
松
葉
集
を
置
く
。
と
、「
草
堂
記
」
を
踏
ま
え
た
描
写
が
あ
る
。
落
柿
舎
の
逗
留
生
活
で
白
居
易
の
草
堂
を
想
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
『
白
氏
文
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
持
ち
込
ん
で
い
た
⑼
。
そ
の
『
源
氏
物
語
』
の
須
磨
の
巻
に
、
す
み
か
ぶ
ん
じ
ふ
き
ん
か
の
山
里
の
御
住
処
の
具
は
、
…
ま
た
さ
る
べ
き
文
ど
も
文
集
な
ど
入
り
た
る
箱
、
さ
て
は
琴
一
つ
ぞ
持
た
せ
た
ま
ふ
。
（
須
磨
・
二
一
五
⑽
）
と
、
や
は
り
「
草
堂
記
」
を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
紫
式
部
は
、
光
源
氏
の
須
磨
で
の
生
活
ぶ
り
を
白
居
易
の
草
堂
を
思
い
な
が
ら
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
須
磨
の
巻
と
『
嵯
峨
日
記
』
の
両
方
に
『
白
氏
文
集
』
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
芭
蕉
が
「
草
堂
記
」
ば
か
り
で
な
く
、
須
磨
の
巻
を
も
意
識
し
て
書
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
閑
居
生
活
で
多
く
「
草
堂
記
」
が
規
範
と
な
っ
た
こ
と
は
、『
方
丈
記
』
を
見
て
も
理
解
さ
れ
る
。
方
丈
の
庵
の
描
写
に
、
西
南
に
竹
の
吊
棚
を
構
へ
て
、
黒
き
皮
籠
三
合
を
置
け
り
。
す
な
は
ち
、
和
歌
・
管
絃
・
往
生
要
集
ご
と
き
の
抄
物
を
入
れ
た
り
。
か
た
は
ら
に
、
琴
・
琵
琶
お
の
お
の
一
張
を
立
つ
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
八
と
あ
る
な
ど
、「
草
堂
記
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
⑾
。
同
じ
須
磨
の
巻
で
、
光
源
氏
が
秋
風
の
音
を
聞
い
て
、
琴
を
弾
く
場
面
に
白
居
易
の
「
敧
枕
」
を
引
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
よ
も
枕 
を 
そ 
ば 
た 
て 
て 
四
方
の
嵐
を
聞
き
た
ま
ふ
に
、
波
た
だ
こ
こ
も
と
に
立
ち
く
る
こ
こ
ち
し
て
、
涙
落
つ
と
も
お
ぼ
え
ぬ
に
、
枕
浮
く
ば
か
り
に
な
き
ん
り
に
け
り
。
琴
を
す
こ
し
か
き
鳴
ら
し
た
ま
へ
る
が
、
わ
れ
な
が
ら
い
と
す
ご
う
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
弾
き
さ
し
た
ま
ひ
て
、
ね
恋
ひ
わ
び
て
泣
く
音
に
ま
が
ふ
浦
波
は
思
ふ
か
た
よ
り
風
や
吹
く
ら
む
（
須
磨
・
二
三
七
）
白
居
易
が
「
枕
を
敧
て
」
て
「
鐘
」
を
聞
い
た
こ
と
を
用
い
て
、「
枕
を
そ
ば
た
て
」
て
「
四
方
の
嵐
」
を
聞
く
場
面
を
作
っ
て
い
る
。
須
磨
で
の
侘
し
さ
や
都
を
思
う
悲
し
み
の
涙
を
描
い
て
お
り
、
心
情
的
に
は
悠
々
自
適
の
白
詩
よ
り
も
道
真
詩
に
近
い
。
総
角
の
巻
で
も
薫
が
亡
き
大
君
を
偲
び
、
山
寺
の
鐘
の
声
を
聞
く
場
面
で
「
敧
枕
」
を
引
く
。
師
走
の
月
夜
の
、
曇
り
な
く
さ
し
出
で
た
る
を
、
簾
巻
き
上
げ
て
見
た
ま
へ
ば
、
向
ひ
の
寺
の
鐘
の
声
、
枕 
を 
そ 
ば 
た 
て 
て 
、
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
か
す
か
な
る
を
聞
き
て
、
お
く
れ
じ
と
空
ゆ
く
月
を
し
た
ふ
か
な
つ
ひ
に
す
む
べ
き
こ
の
世
な
ら
ね
ば
し
と
み
風
の
い
と
は
げ
し
け
れ
ば
、
蔀
お
ろ
さ
せ
た
ま
ふ
に
…
。
け
恋
ひ
わ
び
て
死
ぬ
る
薬
の
ゆ
か
し
き
に
雪
の
山
に
や
あ
と
を
消
な
ま
し
な
か
ば
げ
ひ
じ
り
半
な
る
偈
教
へ
け
む
鬼
も
が
な
、
こ
と
づ
け
て
身
も
投
げ
む
、
と
お
ぼ
す
ぞ
、
心
ぎ
た
な
き
聖
心
な
り
け
る
。
（
総
角
・
一
一
三
）
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
九
総
角
の
巻
の
方
は
、「
敧
レ
枕
聴
」
に
基
づ
い
て
「（
山
）
寺
の
鐘
の
声
」
を
「
聞
き
」
と
記
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
撥
レ
簾
看
」
に
基
づ
い
て
「
簾
巻
き
上
げ
て
（
月
の
照
ら
す
雪
景
色
を
）
見
た
ま
」
う
と
記
し
て
い
る
。「
今
日
も
暮
れ
ぬ
」
は
、「
山
寺
の
入
相
の
鐘
の
声
ご
と
に
今
日
も
暮
れ
ぬ
と
聞
く
ぞ
悲
し
き
」（
拾
遺
集
〔
一
三
二
九
〕）
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
「
題
知
ら
ず
、
読
み
人
知
ら
ず
」
の
歌
は
、
巻
二
十
の
「
哀
傷
」
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
終
に
際
し
て
「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生
滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
」（
無
常
偈
）
と
鳴
る
と
い
う
祇
園
精
舎
の
無
常
堂
の
鐘
の
声
⑿
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
せ
し
ん
も
ん
さ
ら
に
、
薫
は
「
半
な
る
偈
教
へ
け
む
鬼
も
が
な
」
と
言
っ
て
身
を
犠
牲
に
し
て
無
常
偈
を
聞
こ
う
と
す
る
雪
山
童
子
の
「
施
身
聞
げ偈
」
の
故
事
を
思
い
出
し
、
自
分
も
あ
と
を
追
っ
て
死
の
う
か
と
言
っ
て
い
る
。
亡
き
大
君
を
慕
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
無
常
偈
が
関
わ
っ
て
お
り
、
山
寺
の
「
鐘
の
声
」
は
祇
園
精
舎
の
鐘
の
故
事
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
真
が
聴
い
た
観
世
音
寺
の
鐘
の
声
に
つ
い
て
も
、「
万
死
兢
兢
」
と
近
づ
く
死
を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
白
居
易
が
寝
床
で
聞
い
た
「
遺
愛
寺
の
鐘
の
声
」
は
、
草
庵
の
楽
し
み
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
無
常
の
要
素
は
な
く
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紫
式
部
の
上
記
の
白
詩
引
用
に
つ
い
て
は
、
同
じ
「
敧
枕
」
の
語
を
用
い
る
道
真
の
「
聞
二
旅
雁
一
」（
菅
家
後
集
〔
四
八
〇
〕）
を
も
考
慮
す
べ
き
と
思
う
⒀
。
こ
こ
も
「
敧
枕
」
の
語
を
用
い
な
が
ら
白
詩
と
は
異
な
る
悲
痛
な
感
情
を
表
現
し
て
い
る
。
我
為
遷
客
汝
来
賓
我
は
遷
客
た
り
汝
は
来
賓
共
是
蕭
蕭
旅
漂
身
共
に
是
れ
蕭
蕭
と
し
て
旅
に
漂
は
さ
る
る
身
な
り
敧 
枕 
思
量
帰
去
日
枕
を
敧
て
て
帰
り
去
ら
む
日
を
思
量
す
る
に
い
づ
我
知
何
歳
汝
明
春
我
れ
は
何
れ
の
歳
と
か
知
ら
む
汝
は
明
春
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
〇
旅
の
雁
の
声
を
聞
き
、
枕
を
そ
ば
だ
て
て
実
現
し
そ
う
も
な
い
都
に
帰
る
日
を
思
っ
て
い
る
。「
蕭
蕭
」
は
、
秋
風
な
ど
の
物
寂
し
い
さ
ま
を
表
わ
す
擬
音
語
（
擬
態
語
）
で
、
こ
こ
で
は
秋
風
に
乗
っ
て
聞
こ
え
る
雁
の
声
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
道
真
の
物
寂
し
い
心
境
を
表
わ
す
。
こ
の
道
真
詩
を
踏
ま
え
、
須
磨
の
巻
で
は
、
光
源
氏
が
「
故
里
を
い
づ
れ
の
春
か
行
き
て
見
む
う
ら
や
ま
し
き
は
帰
る
か
り
が
ね
」
（
須
磨
・
二
五
二
）
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、
作
者
は
こ
の
詩
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
紫
式
部
は
、
白
詩
を
踏
ま
え
つ
つ
深
い
悲
し
み
を
詠
ん
だ
道
真
の
方
法
を
用
い
て
場
面
作
り
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
白
氏
文
集
』、「
不
出
門
」
詩
、『
和
漢
朗
詠
集
』、『
源
氏
物
語
』、『
大
鏡
』、『
方
丈
記
』
な
ど
は
い
ず
れ
も
芭
蕉
に
は
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
白
居
易
の
「
遺
愛
寺
の
鐘
…
」
の
一
聯
は
、
白
居
易
の
草
堂
（
草
庵
）
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
作
を
閑
居
生
活
の
表
現
と
い
う
文
脈
で
受
容
し
た
諸
作
品
が
あ
っ
て
こ
そ
芭
蕉
の
句
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
白
居
易
、
道
真
、
光
源
氏
、
薫
、
鴨
長
明
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
、
感
情
に
お
い
て
違
い
が
あ
り
、
芭
蕉
も
そ
の
違
い
を
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
別
な
典
拠
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
、
芭
蕉
の
表
現
に
近
づ
き
た
い
。
三
、「
花
の
雲
」
の
句
と
謡
曲
「
西
行
桜
」
現
存
す
る
「
花
の
雲
」
両
句
の
真
蹟
懐
紙
の
中
に
謡
曲
の
「
西
行
桜
」
の
一
節
を
前
書
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
日
本
古
典
文
学
全
集
の
注
で
も
そ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
両
句
の
制
作
順
と
は
逆
に
な
る
が
、「
西
行
桜
」
の
文
脈
順
に
並
べ
て
掲
出
し
よ
う
⒁
。
（
ま
づ
）
し
か
る
に
花
の
名
だ
か
き
は
、
先
初
花
を
急
ぐ
な
る
、
近
衛
ど
の
ゝ
糸
桜
。
見
わ
た
せ
ば
、
柳
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
て
、
み
や
こ
は
は
る
の
に
し
き
、
散
乱
た
り
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
一
花
の
く
も
か
ね
は
う
へ
の
か
浅
く
さ
か
ば
せ
を
（「
花
の
雲
」
懐
紙
・
柿
衛
文
庫
蔵
）
毘
沙
門
堂
の
花
盛
、
四
王
天
の
栄
花
も
、
是
に
は
い
か
で
ま
さ
る
べ
き
。
う
へ
な
る
黒
谷
下
河
原
、
む
か
し
遍
昭
僧
正
の
、
う
き
世
を
い
と
ひ
し
花
頂
山
、
鷲
の
深
山
の
花
の
色
、
枯
に
し
つ
る
の
林
ま
で
、
お
も
ひ
し
ら
れ
て
哀
な
り
。
観
音
の
い
ら
か
み
や
り
つ
花
の
雲
ば
せ
を
（「
観
音
の
い
ら
か
」
懐
紙
・
天
理
図
書
館
蔵
）
い
ず
れ
も
「
西
行
桜
」
の
シ
テ
で
あ
る
桜
の
精
が
京
の
花
の
名
所
を
列
挙
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
毘
沙
門
堂
」
以
下
は
、
東
山
の
花
の
名
所
で
あ
る
。
金
田
房
子
氏
に
こ
の
謡
曲
を
前
書
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る
⒂
。
氏
は
、「
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
」
の
句
に
つ
い
て
、『
続
虚
栗
』
の
前
書
に
「
草
庵
」
と
あ
る
の
は
、「
西
上
人
の
草
の
庵
の
跡
」（
笈
の
小
文
）
な
ど
あ
る
よ
う
に
西
行
を
想
起
さ
せ
、
懐
紙
で
「
西
行
桜
」
の
一
節
を
前
書
と
す
る
の
と
同
様
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
言
う
。
ま
た
、
前
書
に
続
く
「
西
行
桜
」
の
次
の
段
が
句
の
解
釈
に
参
考
に
な
る
と
す
る
。
ち
も
と
せ
ん
ぼ
ん
う
ん
ろ
千
本
の
桜
を
植
ゑ
置
き
、
そ
の
色
を
、
所
の
名
に
見
す
る
、
千
本
の
花
盛
り
、
雲
路
や
雪
に
残
る
ら
ん
。
ご
や
ね
「
花
の
雲
⒃
」
と
「
雲
路
」
が
関
わ
る
と
い
う
。
ま
た
、
曲
の
最
後
に
近
い
と
こ
ろ
の
、「
後
夜
の
鐘
の
音
、
響
き
を
ぞ
添
ふ
」
を
挙
げ
、
「
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
」
の
「
鐘
」
は
、
明
け
方
近
い
未
明
の
後
夜
の
鐘
で
は
な
い
か
と
す
る
。
し
か
し
、「
草
庵
」
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
白
居
易
の
廬
山
の
「
草
庵
」
も
想
起
さ
れ
る
し
、「
鐘
の
声
」
に
つ
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
二
ゆや
い
て
も
、
白
居
易
、
道
真
の
「
鐘
」
や
後
述
の
「
熊
野
」
の
「
鐘
の
声
」
な
ど
か
ら
の
連
想
も
あ
り
、
後
夜
と
限
定
す
る
の
は
難
し
い
。
じ
ん
ち
よ
う
に
ち
も
つ
仏
寺
の
場
合
は
、
六
時
│
晨
朝
・
日
中
・
日
没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
│
の
鐘
が
あ
る
。
白
居
易
の
場
合
は
「
日
高
く
睡
り
足
り
て
」
で
始
ま
り
、「
衾
」
と
「
枕
」
の
語
が
見
え
る
よ
う
に
寝
過
ご
し
て
日
が
高
く
な
っ
て
か
ら
遺
愛
寺
の
鐘
を
聞
い
て
い
る
か
ら
「
日
中
」
の
鐘
で
あ
ろ
う
。
総
角
の
巻
で
は
「
今
日
も
暮
れ
ぬ
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
「
日
没
」
の
鐘
で
あ
る
。
こ
の
夕
方
の
鐘
は
所
謂
「
入
相
の
鐘
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
作
品
化
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
⒄
。
道
真
の
「
不
出
門
」
詩
の
場
合
も
、
寝
過
ご
し
た
時
の
心
境
を
描
く
「
題
東
壁
」
詩
の
よ
う
に
時
間
帯
を
限
定
す
る
と
、
都
府
楼
の
「
瓦
の
色
」
を
見
た
あ
と
で
「
満
月
」
を
見
て
い
る
の
で
、
夕
暮
れ
の
鐘
を
聞
い
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
芭
蕉
の
聴
い
た
鐘
の
声
も
夕
暮
れ
と
す
れ
ば
、「
花
の
雲
」
は
夕
日
に
染
ま
っ
て
輝
き
を
増
し
て
い
よ
う
。
そ
の
場
合
、
明
る
い
時
間
帯
と
し
か
限
定
で
き
な
い
「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
の
「
花
の
雲
」
と
は
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
藤
田
真
一
氏
は
、「
花
の
雲
」
の
両
句
が
同
じ
謡
曲
の
「
西
行
桜
」
を
前
書
と
し
て
い
る
の
で
、
芭
蕉
自
身
も
こ
の
両
句
を
「
一
聯
」
の
も
の
と
み
な
し
て
い
た
と
す
る
⒅
。
こ
の
指
摘
は
其
角
の
「
一
聯
二
句
の
格
な
り
」
と
い
う
見
方
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
る
。
せ
い
す
い
じ
ぢ
し
ゆ
ま
た
、
氏
は
、「
観
音
の
」
の
句
の
方
の
前
書
の
続
き
に
、「
清
水
寺
の
地
主
の
花
、
松
吹
く
風
の
音
羽
山
、
こ
こ
は
ま
た
嵐
山
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
京
都
東
山
の
「
清
水
寺
の
地
主
の
花
」
を
予
想
す
る
と
こ
ろ
を
江
戸
へ
と
方
向
転
換
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
京
の
花
盛
り
で
は
な
く
、
江
戸
の
爛
漫
た
る
桜
を
し
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
同
様
に
、
上
野
・
浅
草
の
花
も
そ
の
線
上
に
あ
り
、
江
戸
の
花
も
東
山
の
花
の
名
所
に
比
肩
し
う
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
こ
の
句
の
ね
ら
い
で
あ
る
と
す
る
。
藤
田
氏
が
引
く
、
前
書
の
続
き
部
分
に
見
え
る
「
地
主
」
は
清
水
寺
の
地
主
神
を
祀
る
地
主
神
社
で
、
東
山
の
一
峰
の
「
音
羽
山
」
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
西
の
「
嵐
山
」
に
地
名
が
移
っ
て
い
る
。
「
西
行
桜
」
で
は
、
下
京
辺
に
住
む
者
が
前
日
に
京
の
東
山
で
花
見
を
し
、
そ
の
翌
日
に
西
行
の
庵
室
の
あ
る
西
山
に
か
け
て
花
見
を
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
三
す
る
と
い
う
筋
書
で
あ
る
。
そ
の
夜
に
西
行
の
庵
室
の
桜
の
精
（
シ
テ
）
が
夜
に
舞
を
舞
い
な
が
ら
謡
う
言
葉
の
中
で
、
都
の
中
央
に
近
い
「
近
衛
殿
」
の
「
初
桜
」
あ
た
り
か
ら
、「
千
本
」
の
桜
、
東
山
、
西
山
と
順
次
花
の
名
所
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
京
の
花
の
名
所
め
ぐ
り
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
「
西
行
桜
」
を
読
む
と
、
前
書
が
京
都
の
花
の
名
所
を
挙
げ
、
そ
れ
を
江
戸
の
花
へ
と
転
換
し
て
い
る
と
い
う
藤
田
説
は
確
か
に
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。
江
戸
の
花
の
句
を
作
る
に
際
し
て
、
京
の
桜
を
描
く
「
西
行
桜
」
の
よ
う
な
謡
曲
が
芭
蕉
の
念
頭
あ
っ
た
こ
と
は
、
句
の
理
解
に
大
い
に
参
考
に
な
る
。
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
の
前
書
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。「
見
わ
た
せ
ば
、
柳
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
て
、
み
や
こ
は
は
る
の
に 
し 
き 
、
散
乱
た
り
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
眺
望
部
の
素
性
歌
「
見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る
」〔
六
三
〇
〕
と
、
花
部
の
源
順
の
詩
序
の
摘
句
「
欲
謂
之
水
、
則
漢
女
施
粉
之
鏡
清
瑩
。
欲
謂
之
花
、
亦
蜀
人
濯
文
之
錦 
燦 
爛 
」（
之
れ
を
水
と
謂
は
む
あ
や
と
す
れ
ば
、
則
ち
漢
女
粉
を
施
す
鏡
清
瑩
た
り
。
之
れ
を
花
と
謂
は
む
と
す
れ
ば
、
亦
た
蜀
人
文
を
濯
ぐ
錦 
燦 
爛 
た 
り 
）〔
一
一
八
〕
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
⒆
。「
錦
」
の
語
が
二
首
を
結
ぶ
働
き
を
し
、
素
性
歌
が
眺
望
部
に
あ
る
よ
う
に
都
の
花
を
遠
望
し
て
い
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
見
渡
せ
ば
」
と
い
う
遠
望
の
視
線
が
芭
蕉
の
作
句
の
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
広
が
り
を
持
っ
た
都
の
花
と
鐘
の
声
を
組
み
合
わ
せ
た
漢
詩
が
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。東
海
呑
吐
『
芭
蕉
句
解
』（
明
和
六
年
〈
一
七
六
九
〉
稿
）
が
「
華
外
に
尽
る
鐘
の
声
い
ふ
か
た
な
し
」
と
し
て
、
頭
注
に
「
長
楽
鐘
声
花
外
尽
、
龍
池
柳
色
雨
中
深
」
を
引
く
⒇
。
こ
れ
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
見
え
る
盛
唐
の
詩
人
銭
起
の
句
で
あ
る
21
。
ほ
か
長
楽
鐘 
声 
花
外
尽
長
楽
の
鐘
の
声
は
花
の
外
に
尽
き
ぬ
り
よ
う
ち
う
ち
龍
池
柳 
色 
雨
中
深
龍
池
の
柳
の
色
は
雨
の
中
に
深
し
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
四
（
雨
部
〔
八
一
〕、
千
載
佳
句
・
春
興
）
「
長
楽
」
は
長
安
の
「
長
楽
宮
」、「
龍
池
」
は
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
遊
ん
だ
興
慶
宮
に
あ
っ
た
池
で
あ
る
。
鐘
は
仏
寺
の
鐘
で
は
な
い
が
22
、
長
安
の
花
を
貫
い
て
消
え
る
鐘
の
声
は
魅
力
的
で
風
景
に
広
が
り
が
あ
り
、
江
戸
の
遠
望
の
花
と
鐘
の
取
り
合
わ
せ
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
三
井
寺
の
鐘
を
題
材
と
し
た
謡
曲
「
三
井
寺
」
に
も
、「
そ
れ
長
楽
の
鐘
の
声
は
、
花
の
外
に
尽
き
ぬ
。
龍
池
の
柳
の
色
は
、
雨
の
中
に
深
し
」
と
見
え
、
宮
殿
の
鐘
を
仏
寺
の
鐘
に
応
用
し
て
い
る
。
こ
の
三
井
寺
の
鐘
は
近
江
八
景
の
「
三
井
の
晩
鐘
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
道
真
の
「
瓦
色
」「
鐘
声
」
も
「
長
恨
歌
」
の
「（
月
の
）
色
」「（
猿
の
）
声
」
に
加
え
て
、
銭
起
の
「
柳
色
」「
鐘
声
」
の
対
に
よ
っ
た
と
思
う
23
。
芭
蕉
の
句
の
視
覚
的
、
聴
覚
的
な
趣
の
源
流
は
こ
こ
に
も
あ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
長
安
の
風
景
を
詠
ん
だ
銭
起
の
佳
句
は
、
大
宰
府
の
風
景
を
描
く
た
め
に
受
容
さ
れ
、
江
戸
の
風
景
に
も
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
去
来
は
、
浪
化
宛
の
書
簡
24
の
中
で
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
の
原
拠
に
言
及
し
て
、
鐘
隔
寒
雲
声
到
遅
此
心
に
お
も
ひ
よ
せ
て
、
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
あ
さ
く
さ
か
翁
と
、「
鐘
隔
寒
雲
声
到
遅
」（
鐘
は
寒
雲
を
隔
て
て
声
の
到
る
こ
と
遅
し
）
の
心
に
思
い
寄
せ
た
句
と
解
し
て
い
る
。
ゆ
や
こ
れ
は
、
謡
曲
「
熊
野
」
に
見
え
る
詩
句
で
あ
る
。
こ
の
詩
句
と
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
に
つ
い
て
井
本
農
一
氏
は
、「「
花
の
雲
」
と
「
寒
雲
」
と
で
は
時
期
が
ち
が
う
が
、
趣
と
し
て
は
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」25
と
、
去
来
説
を
肯
定
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
阿
部
正
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
五
美
氏
は
、「
冬
の
「
寒
雲
」
で
は
春
の
趣
と
余
り
に
も
異
な
る
の
で
、
こ
の
見
方
を
採
る
こ
と
は
難
し
い
」26
と
去
来
説
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
詩
句
、
及
び
そ
れ
を
含
む
「
熊
野
」
と
芭
蕉
の
句
は
去
来
が
言
う
以
上
に
深
く
関
わ
る
と
思
う
。
四
、
謡
曲
「
熊
野
」
の
「
花
」
と
「
鐘
」
ゆ
や
「
熊
野
」
は
平
宗
盛
に
仕
え
る
遠
江
出
身
の
女
房
の
名
で
あ
る
。
母
親
が
故
郷
で
病
に
臥
せ
っ
て
お
り
、
死
を
間
近
に
し
て
い
る
と
聞
い
た
熊
野
が
、
病
気
の
母
を
思
い
つ
つ
宗
盛
の
命
で
花
盛
り
の
清
水
寺
近
辺
で
舞
を
舞
う
。
宗
盛
は
熊
野
の
気
持
ち
を
知
り
、
遠
江
へ
の
帰
郷
を
許
す
と
い
う
筋
で
、『
平
家
物
語
』
巻
十
の
「
海
道
下
り
」
に
取
材
し
て
い
る
27
。
東
山
で
の
花
見
に
向
か
う
場
面
か
ら
引
用
す
る
28
。地
謡
（
熊
野
）／
誰
か
言
つ
し
春
の
色
、
げ
に
の
ど
か
な
る
東
山
。
地
謡
（
熊
野
）／
四
条
五
条
の
橋
の
上
、
…
袖
を
連
ね
て
行
く
末
の
、
雲
か
と
見
え
て
八
重
一
重
、
咲
く
九
重
の
花
盛
り
、
名
に
負
ふ
春
の
気
色
か
な
。
…
…地
謡
（
熊
野
）／
…
清
水
の
、
仏
の
御
前
に
、
念
誦
し
て
、
母
の
祈
誓
を
申
さ
ん
。
…
ほ
か
シ
テ
（
熊
野
）／
げ
に
や
思
ひ
内
に
あ
れ
ば
、
色
外
に
あ
ら
は
る
。
地
謡
（
熊
野
）／
よ
し
や
よ
し
な
き
世
の
習
ひ
、
歎
き
て
も
ま
た
あ
ま
り
あ
り
。
シ
テ
／
花
前
に
蝶
舞
ふ
紛
々
た
る
雪
、
き
ん
か
き
た
と
地
謡
（
熊
野
）／
柳
上
に
鶯
飛
ぶ
片
々
た
る
金
29
。
花
は
流
水
に
随
つ
て
香
の
来
る
事
疾
し
、
鐘
は
寒
雲
を
隔
て
て
声
の
至
る
事
遅
し
。
せ
い
す
い
じ
地
謡
（
熊
野
）／
清
水
寺
の
鐘
の
声
、
祇
園
精
舎
を
あ
ら
は
し
、
諸
行
無
常
の
声
や
ら
ん
、
地
主
権
現
の
花
の
色
、
沙
羅
双
樹
の
理
な
り
。
…
鷲
の
お
山
の
名
を
残
す
、
寺
は
桂
の
橋
柱
、
立
ち
出
で
て
峰
の
雲
、
花
や
あ
ら
ぬ
初
桜
の
、
祇
園
林
下
河
原
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
六
シ
テ
／
南
を
は
る
か
に
眺
む
れ
ば
、
お
う
ご
ゆ
や
み
な
い
ま
ぐ
ま
の
地
謡
（
熊
野
）／
大
悲
擁
護
の
薄
霞
、
熊
野
権
現
の
移
り
ま
す
、
御
名
も
同
じ
今
熊
野
、
稲
荷
の
山
の
薄
紅
葉
の
、
青
か
り
し
葉
の
秋
、
ま
た
花
の
春
は
清
水
の
、
た
だ
頼
め
頼
も
し
き
、
春
も
千
々
の
花
盛
り
。
鴨
川
に
架
か
る
四
条
、
五
条
の
橋
か
ら
東
山
を
遠
望
し
て
、
都
の
花
を
「
雲
か
と
見
え
て
」
と
比
喩
で
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
「
花
の
雲
」
の
句
と
共
通
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
去
来
が
挙
げ
る
詩
句
は
、
熊
野
の
詞
中
に
あ
り
、「
花
は
流
水
に
随
つ
て
…
」
の
句
と
対
を
な
し
30
、「
花
」
と
「
鐘
」
と
が
対
を
な
し
て
い
る
。「
花
」
は
眼
前
の
清
水
寺
あ
た
り
の
花
の
風
景
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、「
鐘
」
は
今
聞
こ
え
る
清
水
寺
の
鐘
の
声
を
詩
句
の
形
で
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
対
句
が
序
詞
的
に
「
清
水
寺
の
鐘
の
声
」
と
「
地
主
権
現
の
花
の
色
」
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
『
平
家
物
語
』
の
冒
頭
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
固
有
名
詞
を
入
れ
替
え
て
い
る
だ
け
に
見
え
る
。
こ
こ
も
視
覚
的
、
聴
覚
的
な
表
現
だ
が
、
そ
も
そ
も
『
平
家
物
語
』
の
「
鐘
の
声
」「
花
の
色
」
は
、
銭
起
の
「
鐘
声
」「
柳
色
」
や
そ
れ
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
道
真
の
「
鐘
声
」「
瓦
色
」
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
。
道
真
に
は
、
類
似
の
「
花
色
」「
鳥
声
」
の
対
も
あ
り
、「
鐘
声
」「
瓦
色
」
に
先
行
す
る
。
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月
六
日
に
宇
多
天
皇
の
洛
北
雲
林
院
行
幸
に
供
奉
し
た
時
の
詩
序
に
、「
供
奉
無
レ
物
、
唯
花 
色 
与
二
鳥 
声 
一
。
拝
謝
有
レ
誠
、
唯
至
心
与
二
稽
首
一
而
已
」
と
あ
る
の
で
あ
る
31
。
後
の
藤
原
敦
基
詩
に
は
「
花
色
」「
鐘
声
」
の
対
が
あ
る
の
で
、『
平
家
物
語
』
は
、
直
接
は
そ
れ
に
よ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。「
春
日
於
二
栖
霞
寺
一
即
事
32
」
の
頷
聯
に
、
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
七
花 
色 
春
深
林
霧
底
花
の
色
春
深
し
林
霧
の
底
う
ち
鐘 
声 
日
暮
野
煙
中
鐘
の
声
日
暮
れ
ぬ
野
煙
の
中
（
新
撰
朗
詠
集
・
山
寺
〔
五
四
九
〕33
）
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
栖
霞
寺
で
の
作
で
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
二
月
二
十
九
日
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
源
融
が
造
営
し
た
嵯
峨
野
の
栖
霞
観
を
融
の
死
後
寺
に
し
た
の
が
栖
霞
寺
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
頸
聯
に
は
、
き
ざ
ん
逃
名
将
指
亀
山
月
名
を
逃
る
る
に
将
に
指
さ
む
と
す
亀
山
の
月
稽
首
遙
傷
鶴 
樹 
風
稽
首
し
て
遙
か
に
傷
む
鶴
樹
の
風
お
ぐ
ら
ど
の
と
あ
る
。「
亀
山
」
は
、
兼
明
親
王
が
造
営
し
隠
棲
し
た
亀
山
の
雄
蔵
殿
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。「
逃
名
」
は
白
居
易
の
「
題
東
壁
」
こ
詩
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
右
の
後
句
に
は
、「
茲
寺
安
釈
尊
第
三
伝
之
像
」（
茲
の
寺
釈
尊
第
三
伝
の
像
を
安
ん
ず
）
と
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
も
清
涼
寺
の
本
尊
と
し
て
残
る
所
謂
三
国
伝
来
の
釈
迦
像
を
指
す
。
後
句
は
、「
礼
拝
し
て
遙
か
に
鶴
樹
（
沙
羅
双
樹
）
の
風
を
傷
む
」
の
意
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
前
聯
の
「
花
色
」「
鐘
声
」
の
続
き
に
あ
る
か
ら
、
寺
の
周
辺
に
咲
き
、
風
に
散
る
桜
な
ど
の
花
か
ら
釈
迦
の
涅
槃
に
白
変
し
た
と
い
う
沙
羅
双
樹
34
を
連
想
し
、
風
に
乗
っ
て
聞
こ
え
る
栖
霞
寺
の
入
相
の
鐘
の
声
か
ら
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
を
連
想
し
て
、
釈
迦
像
を
思
い
つ
つ
釈
迦
の
死
を
傷
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
新
古
今
集
』
に
載
せ
る
能
因
歌
で
は
花
を
鐘
と
取
り
合
わ
せ
て
35
沙
羅
双
樹
に
見
立
て
て
い
る
。
山
里
の
春
の
夕
暮
れ
来
て
み
れ
ば
入
相
の
鐘
に
花
ぞ
散
り
け
る
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
八
（
春
下
・
山
里
に
ま
か
り
て
よ
み
侍
り
け
る
〔
一
一
六
〕）
こ
の
鐘
も
無
常
堂
の
鐘
に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
能
因
は
一
〇
五
〇
年
頃
ま
で
存
命
し
て
お
り
、
こ
の
歌
は
敦
基
詩
に
先
行
す
る
。
芭
蕉
は
能
因
を
偉
大
な
先
達
と
見
て
い
た
か
ら
36
、「
花
」
と
「
鐘
」
の
取
り
合
わ
せ
で
は
、
こ
の
歌
も
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
敦
基
詩
の
「
稽
首
」
の
語
は
道
真
の
詩
序
を
承
け
て
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
花
色
」「
鐘
声
」
の
対
も
同
じ
詩
序
の
「
花
色
」「
鳥
声
」
を
承
け
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
37
。
敦
基
が
嵯
峨
野
の
栖
霞
寺
を
詠
む
時
に
道
真
の
雲
林
院
行
幸
詩
序
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
る
。
「
熊
野
」
で
、
清
水
寺
の
鐘
の
声
が
諸
行
無
常
と
聞
こ
え
る
の
は
、
母
親
が
死
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
た
め
で
あ
る
。
熊
野
権
現
や
清
水
の
観
音
に
「
た
だ
頼
め
頼
も
し
き
」38
と
い
う
の
も
、
母
の
病
の
治
癒
を
祈
念
す
る
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
。「
花
色
」「
鐘
声
」
の
対
と
沙
羅
双
樹
に
関
す
る
表
現
が
『
平
家
物
語
』
と
の
類
似
で
あ
る
。
前
節
で
触
れ
た
謡
曲
「
三
井
寺
」
で
は
、
子
を
失
っ
た
狂
気
の
母
親
が
寺
の
鐘
を
撞
く
が
、
そ
の
鐘
も
無
常
偈
の
響
き
と
な
っ
て
い
る
39
。
け
い
き
よ
う
じ
続
く
「
桂
の
橋
柱
」
は
、
下
河
原
に
あ
っ
た
霊
鷲
山
桂
橋
寺
の
名
を
詠
み
込
み
、「
橋
柱
」
は
「
立
ち
」
を
導
き
出
す
序
詞
に
な
っ
て
い
る
。「
立
ち
出
で
て
峰
の
雲
、
花
や
あ
ら
ぬ
初
桜
の
」
の
「
峰
」
の
「
み
」
は
、「
見
」
を
掛
け
て
お
り
、
立
ち
出
で
て
見
る
と
峰
の
雲
が
あ
る
と
見
え
る
が
、
そ
れ
が
桜
の
花
で
は
な
い
か
と
気
付
く
、
の
意
で
あ
る
。
前
段
の
「
雲
か
と
見
え
て
」
に
引
き
続
き
、
花
を
雲
に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
の
祇
園
社
、
下
河
原
の
花
を
遠
望
し
、
次
に
南
の
今
熊
野
と
伏
見
稲
荷
を
遙
か
に
見
て
、
手
前
の
清
水
寺
の
花
盛
り
に
視
線
を
移
し
て
い
る
。芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
一
九
「
熊
野
」
に
見
え
る
去
来
が
挙
げ
た
「
寒
雲
」
の
句
に
加
え
、
こ
の
清
水
寺
の
「
鐘
の
声
」
や
「
雲
か
と
見
え
て
」「
峰
の
雲
、
花
や
あ
ら
ぬ
」
が
、
江
戸
の
風
景
を
詠
ん
だ
芭
蕉
の
「
花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
」
に
な
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
は
、「
観
音
の
い
ら
か
」
の
句
の
前
書
と
さ
れ
た
「
西
行
桜
」
の
中
の
東
山
の
桜
と
似
た
描
写
で
あ
る
。「
毘
沙
門
堂
の
花
盛
、
四
王
天
の
栄
花
も
、
是
に
は
い
か
で
ま
さ
る
べ
き
。
う
へ
な
る
黒
谷
下
河
原
、
む
か
し
遍
昭
僧
正
の
、
う
き
世
を
い
と
ひ
し
花
頂
山
、
鷲
の
深
山
の
花
の
色
、
枯
に
し
つ
る
の
林
ま
で
、
お
も
ひ
し
ら
れ
て
哀
な
り
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
「
つ
る
の
林
」
は
「
鶴
林
」
で
、
敦
基
詩
の
「
鶴
樹
」
と
同
じ
で
あ
り
、
沙
羅
双
樹
の
こ
と
で
あ
る
。
敦
基
詩
と
同
じ
く
、「
西
行
桜
」
も
、「
熊
野
」
の
「
地
主
権
現
の
花
の
色
」
も
桜
の
花
に
沙
羅
双
樹
を
重
ね
て
い
る
。
特
に
東
山
の
こ
の
あ
た
り
は
古
来
の
鳥
辺
野
の
地
で
あ
り
、
墓
地
も
寺
も
多
い
。
そ
の
地
の
花
が
白
変
し
た
沙
羅
双
樹
と
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
両
句
に
は
、
京
の
花
か
ら
江
戸
の
花
へ
の
転
換
が
あ
り
、
閑
居
生
活
に
お
け
る
花
見
の
表
現
が
あ
る
が
、「
観
音
」「
鐘
」「
上
野
」「
浅
草
」
は
す
べ
て
仏
寺
に
関
わ
る
語
で
あ
り
、「
花
」
も
そ
の
寺
や
周
辺
の
花
で
あ
る
。
仏
寺
の
「
花
」
と
「
鐘
」
は
、
も
と
も
と
白
変
し
て
無
常
を
表
わ
す
沙
羅
双
樹
や
臨
終
に
際
し
て
鳴
る
無
常
堂
の
鐘
の
響
き
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
芭
蕉
の
句
に
は
、
そ
の
趣
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
無
常
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
花
の
美
し
さ
や
、
無
常
を
知
り
つ
つ
も
な
お
花
を
愛
す
る
西
行
・
能
因
や
謡
曲
の
心
を
近
世
的
に
表
現
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
芭
蕉
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』『
源
氏
物
語
』
な
ど
を
通
じ
て
知
ら
れ
た
銭
起
、
白
居
易
、
道
真
の
詩
句
、
或
い
は
能
因
歌
や
謡
曲
の
「
西
行
桜
」「
熊
野
」
な
ど
の
豊
か
な
先
行
作
品
か
ら
想
を
得
て
、「
花
の
雲
」
の
両
句
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
⑴
井
本
農
一
・
堀
信
夫
・
村
松
友
次
三
氏
注
『
松
尾
芭
蕉
集
』（
小
学
館
・
昭
和
四
十
七
年
〈
一
九
七
二
〉）。
句
番
号
も
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
作
品
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
作
品
に
つ
い
て
は
同
書
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
白
氏
文
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
〇
集
』
は
花
房
英
樹
氏
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
所
収
の
綜
合
作
品
表
、『
本
朝
文
粋
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
⑵
凡
例
に
発
句
編
の
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
元
祿
元
年
（
一
六
八
八
）
ま
で
の
分
の
執
筆
担
当
は
堀
信
夫
氏
と
あ
る
。
⑶
菅
野
禮
行
氏
は
、
道
真
の
「
纔
」「
只
」
は
白
居
易
「
春
江
」〔
一
一
五
九
〕
の
「
閉
レ
閣
只 
聴
朝
暮
鼓
、
上
レ
楼
空 
望
往
来
船
」
の
「
只
」「
空
」
に
基
づ
く
と
す
る
（『
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研
究
』
大
修
館
書
店
・
昭
和
六
十
三
年
〈
一
九
八
八
〉、
一
三
四
頁
以
下
）。
⑷
『
菅
家
後
集
』
は
、「
菅
家
後
草
巻
第
十
三
」
と
し
て
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
が
「
不
出
門
」
の
頷
聯
に
よ
っ
た
と
の
説
は
、
北
総
茂
蘭
『
蕉
翁
発
句
評
解
合
論
膝
元
さ
ら
ず
』（
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉
稿
）、
月
院
社
何
丸
『
芭
蕉
翁
句
解
大
成
』（
文
政
十
年
〈
一
八
二
七
〉
刊
）
な
ど
に
見
え
る
。
な
お
、
芭
蕉
の
句
の
解
釈
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
岩
田
九
郎
氏
『
諸
注
評
釈
芭
蕉
俳
句
大
成
』（
明
治
書
院
・
昭
和
四
十
二
年
〈
一
九
六
七
〉〉、
堀
切
実
氏
他
『
諸
注
評
釈
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』（
明
治
書
院
・
平
成
二
十
六
年
〈
二
〇
一
四
〉）
等
を
参
照
し
た
。
⑸
『
白
氏
文
集
』
の
引
用
は
那
波
本
に
よ
っ
た
。
⑹
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
桐
と
長
恨
歌
と
桐
壺
巻
│
漢
文
学
よ
り
見
た
源
氏
物
語
の
誕
生
│
」（『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
編
四
八
・
昭
和
五
十
八
年
〈
一
九
八
三
〉
三
月
、『
源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
』
所
収
・
和
泉
書
院
・
平
成
十
五
年
〈
二
〇
〇
三
〉）、
及
び
「
わ
が
国
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
の
受
容
に
つ
い
て
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
一
一
号
・
平
成
二
十
二
年
〈
二
〇
一
〇
〉
十
二
月
）
参
照
。
後
者
で
は
、
芭
蕉
か
み
ぶ
す
ま
の
「
紙
衾
の
記
」
を
「
長
恨
歌
」
と
の
関
わ
り
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
⑺
た
だ
し
、「
不
出
門
」
詩
の
頸
聯
は
、「（
身
は
門
内
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
も
）
心
は
雲
を
追
っ
て
自
由
で
あ
り
、
満
月
は
自
分
を
迎
え
て
く
れ
る
」
の
意
で
、
雲
と
月
と
い
う
自
然
を
友
と
し
な
が
ら
詩
人
の
自
由
を
強
調
し
て
い
る
。
⑻
白
居
易
に
「
病
起
」〔
一
〇
三
六
〕
と
題
す
る
絶
句
が
あ
り
、「
病
不 
レ
出 
レ
門 
無
レ
限
時
、
今
朝
強
出
与
レ
誰
期
」
と
「
不
出
門
」
の
語
を
含
む
。
⑼
こ
の
時
の
『
白
氏
文
集
』
受
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
白
居
易
・
能
因
・
芭
蕉
の
三
月
尽
│
白
河
の
関
へ
│
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
一
五
号
・
平
成
二
十
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
三
月
）
参
照
。
⑽
『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
石
田
穰
二
・
清
水
好
子
両
氏
校
注
の
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
よ
る
。
⑾
堀
氏
が
言
わ
れ
る
「
閑
居
の
気
味
」
も
『
方
丈
記
』
に
見
え
る
語
句
で
あ
る
。
小
島
憲
之
氏
に
よ
れ
ば
、「
気
味
」
は
白
居
易
が
多
く
用
い
た
語
で
あ
り
（
同
氏
『
古
今
集
以
前
』
塙
書
房
・
昭
和
五
十
一
年
〈
一
九
七
六
、
二
二
九
頁
〉）、
長
明
な
ど
の
「
草
庵
」
で
の
「
閑
居
」
生
活
の
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
一
基
本
は
、
白
居
易
の
閑
居
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
「
方
丈
記
と
白
居
易
│
隠
遁
と
住
居
の
表
現
に
つ
い
て
│
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
一
四
号
・
平
成
二
十
五
年
〈
二
〇
一
三
〉
十
二
月
）
参
照
。
⑿
『
往
生
要
集
』（
源
信
撰
・
高
野
山
正
智
院
本
・
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
八
十
四
巻N
o.2682
）
に
、「
或
復
仁
王
経
、
有
二
四
非
常
偈
一
。
可
レ
見
。
若
楽
二
極
略
一
者
、
如
二
金
剛
般
若
経
云
一
。
一
切
有
為
法
、
如
二
夢
幻
泡
影
一
。
如
レ
露
亦
如
レ
電
。
応
レ
作
二
如
レ
是
観
一
。
或
復
大
経
偈
云
、
諸
行
無
常
。
是
生
滅
法
。
生
滅
滅
已
。
寂
滅
為
レ
楽
。
已
上
〈
祇
園
寺
無
常
堂
四
隅
、
有
二
頗
梨
鍾
一
、
鐘
音
中
亦
説
二
此
偈
一
。
病
僧
聞
レ
音
苦
悩
即
除
、
得
二
清
涼
楽
一
、
如
レ
入
二
三
禅
一
垂
生
二
浄
土
一
。
況
復
〉
雪
山
大
士
捨
二
全
身
一
而
得
二
此
偈
一
」
と
あ
っ
て
無
常
偈
に
関
し
て
、
無
常
堂
の
故
事
と
雪
山
大
士
の
故
事
の
両
方
を
載
せ
る
。
こ
の
点
、
総
角
の
巻
の
典
拠
た
り
得
る
。
な
お
、
遣
宋
本
で
は
右
の
〈
〉
内
を
省
略
し
て
い
る
。
高
野
山
正
智
院
本
は
留
和
本
で
あ
る
。
ま
た
、
無
常
堂
の
鐘
の
故
事
は
『
祇
園
図
経
』（
中
天
竺
舍
衛
国
祇
䈥
寺
図
経
・
道
宣
撰
・
大
正
蔵
第
四
十
五
巻N
o.1899
）
に
も
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
雪
山
童
子
の
故
事
は
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
十
三
（
大
正
蔵
第
十
二
巻N
o.375
）
な
ど
に
見
え
る
。
右
の
引
用
に
「
大
経
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
経
の
こ
と
。
⒀
以
下
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
源
氏
物
語
須
磨
の
巻
に
お
け
る
白
詩
と
道
真
詩
の
受
容
に
つ
い
て
│
「
琴
詩
酒
」
と
「
雪
月
花
」
│
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
一
八
号
・
平
成
二
十
九
年
〈
二
〇
一
七
〉
十
二
月
）
参
照
。
な
お
、
朝
顔
の
巻
に
も
「
御
簾
ま
き
あ
げ
て
」（
朝
顔
・
二
〇
九
）
と
あ
る
。
⒁
「
観
音
の
い
ら
か
」
懐
紙
に
つ
い
て
は
、
岡
田
利
兵
衛
氏
『
芭
蕉
の
筆
蹟
』（
春
秋
社
・
昭
和
四
十
三
年
〈
一
九
六
八
〉）
を
、「
花
の
雲
」
懐
紙
に
つ
い
て
は
、
柿
衛
文
庫
の
図
録
『
芭
蕉
│
三
〇
年
間
の
新
出
作
品
を
中
心
に
』（
平
成
二
十
六
年
〈
二
〇
一
四
〉）
所
載
の
影
印
を
参
照
し
た
。
表
記
は
、
濁
点
、
句
読
点
等
を
加
え
て
読
み
や
す
く
し
た
。
な
お
、
後
者
図
録
に
は
、
同
じ
「
西
行
桜
」
を
前
書
と
す
る
個
人
蔵
の
「
芭
蕉
筆
「
花
の
く
も
」
謡
前
書
付
発
句
懐
紙
」
も
載
せ
る
。
⒂
金
田
房
子
氏
「
前
書
の
機
能
│
芭
蕉
に
お
け
る
謡
の
引
用
│
」（『
女
子
大
文
学
』
国
文
篇
三
五
・
昭
和
五
十
九
年
〈
一
九
八
四
〉
三
月
、
同
氏
『
芭
蕉
俳
諧
と
前
書
の
機
能
の
研
究
』
所
収
・
お
う
ふ
う
・
平
成
二
〇
〇
七
年
）
⒃
歌
語
の
「
花
の
雲
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
山
田
喜
美
子
氏
「
和
歌
の
「
花
の
白
雲
」
か
ら
俳
諧
の
「
花
の
雲
」
へ
」（『
国
文
鶴
見
』
三
一
号
・
平
成
八
年
〈
一
九
九
六
〉
十
二
月
）
参
照
。
⒄
劉
小
俊
氏
『
古
典
和
歌
に
お
け
る
鐘
の
研
究
│
日
中
比
較
文
学
的
考
察
│
』（
風
間
書
房
・
平
成
十
八
年
〈
二
〇
〇
六
〉）
は
、
古
典
和
歌
の
鐘
を
調
査
し
、
夕
暮
れ
の
鐘
（
日
没
の
鐘
・
入
相
の
鐘
）
が
最
も
多
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
六
八
頁
）。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
二
⒅藤
田
真
一
氏
「
武
江
春
色
│
芭
蕉
庵
の
「
花
の
雲
」
│
」（『
大
阪
俳
文
学
研
究
会
会
報
』
四
一
、
平
成
十
九
年
〈
二
〇
〇
七
〉
十
月
）
⒆
素
性
歌
は
「
花
盛
り
に
京
を
見
や
り
て
よ
め
る
」
の
詞
書
で
『
古
今
集
』（
春
上
〔
五
六
〕）
所
載
。
源
順
の
詩
序
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
に
「
於
二
浄
阿
闍
梨
洞
房
一
、
賦
三
花
光
浮
二
水
上
一
詩
序
」〔
三
〇
一
〕）
の
題
で
見
え
る
。「
浄
阿
闍
梨
」
は
三
善
清
行
の
子
浄
蔵
で
あ
る
。
こ
の
詩
序
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
源
氏
物
語
の
「
花
の
顔
」
と
遊
仙
窟
│
漢
詩
文
表
現
と
の
関
わ
り
か
ら
│
」（『
源
氏
物
語
の
言
語
表
現
研
究
と
資
料
│
古
代
文
学
論
叢
第
十
八
輯
│
』
武
蔵
野
書
院
・
平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
八
〉）
で
取
り
上
げ
た
。
⒇
蒲
廬
庵
蚕
臥
『
芭
蕉
新
巻
』（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
刊
）
も
「
花
の
雲
鐘
は
」
の
句
に
つ
い
て
銭
起
詩
の
「
詩
意
に
適
」
う
と
す
る
。
21
銭
起
の
詩
を
全
唐
詩
か
ら
挙
げ
る
。
贈
闕
下
裴
舎
人
闕
下
裴
舎
人
に
贈
る
二
月
黄
鶯
飛
上
林
二
月
黄
鶯
上
林
に
飛
ぶ
春
城
紫
禁
暁
陰
陰
春
城
紫
禁
暁
に
陰
陰
た
り
〽
長
楽
鐘 
声 
花
外
尽
長
楽
の
鐘
の
声
は
花
の
外
に
尽
き
ぬ
龍
池
柳 
色 
雨
中
深
龍
池
の
柳
の
色
は
雨
の
中
に
深
し
陽
和
不
散
窮
途
恨
陽
和
散
ぜ
ず
途
に
窮
ま
る
恨
み
霄
漢
長
懐
捧
日
新
霄
漢
長
く
懐
ふ
日
を
捧
げ
て
新
た
な
る
を
献
賦
十
年
猶
未
遇
賦
を
献
じ
て
十
年
猶
ほ
未
だ
遇
は
ず
羞
将
白
髪
対
華
簪
羞
づ
ら
く
は
白
髪
を
将
つ
て
華
簪
に
対
せ
し
め
む
こ
と
22
注
⒄
の
劉
氏
著
書
で
は
、
唐
詩
の
鐘
を
分
類
し
て
い
る
。
長
楽
宮
の
報
時
鐘
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
（
二
五
五
頁
）
23
銭
起
は
王
維
と
親
交
が
あ
り
、
王
維
と
共
に
長
安
近
郊
の
藍
田
山
に
住
し
て
い
た
。
そ
の
子
の
銭
徽
は
白
居
易
と
親
し
く
、
二
人
は
官
僚
仲
間
で
あ
っ
た
。
白
居
易
の
「
白
牡
丹
」〔
〇
〇
三
一
〕
は
、
そ
の
銭
徽
の
詩
に
唱
和
し
た
詩
で
あ
り
、
彼
の
人
柄
を
褒
め
る
こ
と
を
主
旨
と
し
て
い
る
。
道
真
は
そ
の
白
詩
を
踏
ま
え
た
詩
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
父
親
の
銭
起
に
も
関
心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
「
白
居
易
の
諷
諭
詩
と
菅
原
道
真
│
新
楽
府
「
牡
丹
芳
」
詩
・「
白
牡
丹
」
詩
の
受
容
を
中
心
に
│
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
一
二
号
・
平
成
二
十
三
年
〈
二
〇
一
一
〉
十
二
月
）」、
及
び
「
源
氏
物
語
六
条
院
の
松
と
雪
│
白
居
易
詩
・
菅
原
道
真
詩
と
の
関
わ
り
│
」（『
源
氏
物
語
と
白
氏
文
集
』
新
典
社
・
平
成
二
十
四
年
〈
二
〇
一
二
〉）
参
照
。
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
三
24元
祿
七
年
（
一
六
九
四
）
五
月
十
三
日
付
。『
蕉
門
俳
諧
俳
文
集
』（
集
英
社
・
昭
和
四
十
五
年
〈
一
九
七
〇
〉）
よ
り
引
用
。
25
井
本
農
一
氏
編
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
芭
蕉
』（
角
川
書
店
・
昭
和
五
十
年
〈
一
九
七
五
〉）
26
阿
部
正
美
氏
『
芭
蕉
発
句
全
講
Ⅱ
』（
明
治
書
院
・
平
成
七
年
〈
一
九
九
五
〉）
し
ゆ
く
ゆ
や
27
『
平
家
物
語
』（
覚
一
本
系
）
で
は
、
宗
盛
に
寵
愛
を
受
け
た
女
性
は
「
侍
従
」
と
呼
ば
れ
、
遠
江
「
池
田
の
宿
」
の
「
長
者
熊
野
」
の
娘
と
し
て
登
場
す
る
。
28
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
謡
曲
集
（
１
）』（
小
山
弘
志
・
佐
藤
喜
久
雄
・
佐
藤
健
一
郎
三
氏
注
・
小
学
館
・
昭
和
四
十
八
年
〈
一
九
七
三
〉）
に
よ
る
。
以
下
の
謡
曲
引
用
も
同
じ
。
29
こ
の
一
聯
に
つ
い
て
、
注
28
前
掲
書
の
頭
注
に
、「『
謡
抄
』『
謡
曲
拾
葉
抄
』
に
、「
花
間
蝶
舞
紛
々
雪
、
柳
上
鶯
飛
片
々
金
」
は
『
百
聯
抄
解
』
所
収
の
詩
句
で
、
そ
の
「
花
間
」
を
「
花
前
」
と
し
た
も
の
か
、
と
記
す
」
と
あ
る
。『
五
山
文
学
集
江
戸
漢
詩
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
山
岸
徳
平
氏
校
注
・
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
一
年
〈
一
九
六
六
〉）
に
『
百
聯
抄
』
の
翻
刻
が
あ
り
、
こ
の
一
聯
も
載
せ
る
。
そ
の
本
文
は
「
花
前
」
で
あ
り
、『
謡
抄
』
等
の
引
く
『
百
聯
抄
解
』
の
本
文
の
「
花
間
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
30
西
野
春
雄
氏
校
注
『
謡
曲
百
番
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
岩
波
書
店
・
平
成
十
年
〈
一
九
九
八
〉）
で
は
、
こ
の
一
聯
及
び
先
行
す
る
「
花
前
に
蝶
舞
ふ
」
の
一
聯
が
『
断
腸
集
之
抜
書
』
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
花
前
に
蝶
舞
ふ
…
」
は
『
百
聯
抄
』
に
も
見
え
る
。
31
「
扈
―二
従
雲
林
院
一
、
不
レ
勝
二
感
歎
一
、
聊
叙
二
所
観
一
」（
菅
家
文
草
〔
四
三
一
〕
の
序
、
本
朝
文
粋
巻
九
〔
二
七
一
〕）。
な
お
、
こ
の
詩
序
の
一
ね
び
部
は
摘
句
さ
れ
て
『
和
漢
朗
詠
集
』（
子
の
日
〔
二
九
〕）
に
載
せ
る
。
32
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
九
・
山
寺
中
。
本
間
洋
一
氏
『
本
朝
無
題
詩
全
注
釈
三
』（
新
典
社
・
平
成
六
年
〔
一
九
九
四
〕）
の
六
〇
五
番
。
注
釈
に
つ
い
て
は
、
同
書
を
参
照
し
た
。
33
柳
澤
良
一
氏
『
新
撰
朗
詠
集
全
注
釈
三
』（
新
典
社
・
平
成
二
十
三
年
〈
二
〇
一
一
〉）
参
照
。
注
32
本
間
氏
著
書
は
、『
新
撰
朗
詠
集
』
で
は
「
長
楽
寺
」
で
の
作
と
誤
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
本
聯
及
び
続
く
頸
聯
は
『
中
右
記
部
類
巻
第
九
紙
背
漢
詩
』
所
載
と
も
指
摘
す
る
。
長
楽
寺
は
祇
園
社
の
東
に
あ
る
寺
。
34
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
巻
上
（
若
那
跋
陀
羅
訳
・
大
正
蔵
第
十
二
巻N
o.377
）
に
、「
爾
時
世
尊
、
娑
羅
林
下
寝
―二
臥
宝
床
一
。
於
二
其
中
夜
一
入
二
第
四
禅
一
寂
然
一
無
レ
声
。
於
一
是
時
頃
便
般
涅
槃
。
大
覚
世
尊
入
二
涅
槃
一
已
。
其
娑
羅
林
東
西
二
双
合
為
二
一
樹
一
、
南
北
二
双
合
為
二
一
樹
一
、
垂
覆
二
宝
床
一
蓋
二
於
如
来
一
。
其
樹
即
時
惨
然
変
レ
白
猶
如
二
白
鶴
一
。
枝
葉
花
果
皮
幹
悉
皆
爆
裂
堕
落
、
漸
慚
枯
悴
摧
折
無
レ
余
」
と
あ
り
、
沙
羅
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
四
双
樹
が
「
白
鶴
」
の
よ
う
に
白
く
変
わ
り
、「
枝
葉
花
果
皮
幹
」
が
破
裂
し
、
枯
れ
砕
け
た
と
す
る
。
花
だ
け
で
な
く
全
体
が
白
変
し
て
い
る
。
35
注
⒄
の
劉
氏
著
書
で
は
、「
鐘
」
と
「
花
」
を
組
み
合
わ
せ
た
和
歌
の
例
を
示
し
、
本
歌
も
挙
げ
る
。
36
芭
蕉
と
能
因
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
注
⑼
の
拙
稿
、
及
び
拙
稿
「『
奥
の
細
道
』
と
能
因
の
「
数
奇
」
│
白
河
の
関
で
│
」（『
台
大
日
本
語
文
研
究
』
二
十
九
期
・
平
成
二
十
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
六
月
）
で
論
じ
て
い
る
。
37
敦
基
詩
の
首
聯
は
「
行
行
信 
レ
馬 
眺
望
通
、
象
外
光
陰
一
道
空
」、
尾
聯
は
、「
西 
出 
二
都 
門 
一
尋
二
景
趣
一
、
栖
霞
観
下
片
霞
紅
」
と
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
傍
点
の
字
句
は
「
長
恨
歌
」
に
「
西 
出 
二
都 
門 
一
百
余
里
」「
東
望
二
都 
門 
一
信 
レ
馬 
帰
」
と
見
え
る
の
で
、「
花
色 
」「
鐘
声 
」
の
対
に
つ
い
て
も
道
真
詩
と
同
じ
く
「
長
恨
歌
」
の
「
傷
レ
心
色 
」「
腸
断
声 
」
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
第
八
句
に
見
え
る
「
片
霞
紅
」
（
片
霞
紅
な
り
）
は
「
栖
霞 
観
」
故
に
「
霞
」
字
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
一
句
に
「
花
色
」
と
あ
っ
た
の
で
、
夕
日
に
映
え
る
花
を
籠
め
た
霞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
能
因
の
「
山
里
の
春
の
夕
暮
れ
」
歌
と
よ
く
似
た
光
景
で
あ
る
。
38
清
水
観
音
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
歌
「
な
ほ
頼
め
し
め
ぢ
が
原
の
さ
せ
も
草
わ
が
世
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
」（
新
古
今
集
〔
一
九
一
六
〕・
釈
教
歌
）
を
引
く
。
沙
石
集
巻
五
所
載
歌
の
初
句
は
「
た
だ
頼
め
」
と
あ
る
。
39
「
ま
づ
初
夜
の
鐘
を
撞
く
時
は
、〈
諸
行
無
常
と
響
く
な
り
。〉
後
夜
の
鐘
を
撞
く
時
は
、〈
是
生
滅
法
と
響
く
な
り
。〉
晨
朝
の
響
き
は
、〈
生
滅
滅
已
。〉
入
相
は
、〈
寂
滅
〉
為
楽
と
響
き
て
、
菩
提
の
道
の
鐘
の
声
…
」（〈
〉
内
は
シ
テ
、
他
は
地
謡
）
と
あ
る
。
な
お
、「
三
井
寺
」
は
能
因
の
「
山
里
の
」
の
歌
も
引
く
（
た
だ
し
第
一
句
を
「
山
寺
の
」
と
す
る
）。
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
八
月
三
十
日
、
三
十
一
日
に
台
湾
大
学
で
開
催
の
第
十
一
回
和
漢
比
較
文
学
会
特
別
例
会
で
の
研
究
発
表
の
た
め
に
提
出
し
た
同
題
の
原
稿
に
基
づ
く
（
発
表
は
三
十
日
）。
発
表
後
刊
行
の
『2018
和
漢
比
較
文
学
検
討
会
論
文
集
』（
台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系
編
輯
・
発
行
・
二
〇
一
八
年
十
月
）
に
そ
の
提
出
原
稿
を
一
部
改
稿
し
て
載
せ
た
。
本
稿
は
そ
れ
に
さ
ら
に
大
幅
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
初
原
稿
及
び
論
文
集
掲
載
稿
に
は
、
英
文
題
「B
asyo’s
haiku
“H
ananokum
o
:
C
louds
of
C
herry
B
lossom
s”
」
を
付
し
た
。
（
し
ん
ま
か
ず
よ
し
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
）
芭
蕉
の
「
花
の
雲
」
の
句
に
つ
い
て
二
五
